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「魔王の娘さんが下着を買いに行くようです。」









「ねえラウルっ、オレ様、小こ悪あく魔ま下着が欲しいんだけどっ……」

「ぶっっっ！！！！！」




　──昼下がりのマジックショップ・レオン王都店。

　無む邪じや気きな瞳ひとみで言い出すフィノに、ラウルは思いきり吹ふき出した。

「ちょっ、お、お前、小悪魔下着ってっ……」

「はわわ、フィノさん、大だい胆たんっ……」

　動どう揺ように声をうわずらせるラウルと、なんだか感心したように呟つぶやくノヴァ。

「こないだマジヴィでやってたんだ！」

　そんなふたりを尻しり目めに、フィノは自信たっぷりに胸を張る。

「なんかいま人間の間で流行はやってるんだろ、小悪魔下着！　なんでも、装備すれば『キニナルカレ』とかいうヤツもイチコロらしい！　イチコロって一いち撃げきで殺せるって意味だろっ!?　下着なのにすごい攻こう撃げき力だなっ……！」

「まあ、たしかに、あるイミ攻撃力はありますよねえ……」

「まさか人間界にそんなすごいモノがあるなんて知らなかったぞっ！」

　ノヴァの同意に勢いを得て、フィノが興こう奮ふん気味にまくし立てる。

「きっと、すっごく強くてすっごくカッコいい下着なんだろうなっ……くくくっ、まさにこのオレ様にふさわしい下着じゃないか！」

「……って」

　ワクワクした表情で独りごちるフィノの前で。

　先ほどからずっと肩かたを震ふるわせていたラウルが思いきり叫さけんだ。




「小悪魔下着ってそういう意味じゃねえよっっっ！！！！！」




　……けれども。

「なあっ、ノヴァも小悪魔下着、持ってるのかっ？」

「いいえー。興味はありますけどー、どっちかってゆーと、わたしはカワイイのが好みでー……」

　……すっかり小悪魔下着に夢中なフィノには渾こん身しんのツッコミも届かない。

　思わず額を押おさえつつ、ラウルがため息交じりに呟いた。

「……っていうか、お前に小悪魔下着とか、早すぎだって」

「えっ……は、早すぎなのっっっ!?」

　ようやくこちらの言葉に気づいたか。ラウルを見上げたフィノがなんだかショックを受けたような顔をする。

「お、オレ様っ、ほんとは小悪魔下着より大悪魔下着の方がいいけど、そっちはきっと親父おやじくらいのレベルじゃないと装備できなそうだから涙を吞んで諦あきらめたのにっ……小悪魔用でもそんなにレベルが必要なのっ!?　もしかして覚かく醒せいしてないとダメなのっ!?」

「いや、そういう問題じゃなくて……」

「でも、フツーの人間だって装備してるんだろっ!?　覚醒してないのにずるいっ！」

「いや、だからな、フィノ……」

「ずるいずるいずるいっ！　オレ様だって小悪魔下着着たいようっっっ！」




　──と。




「──おっ、なんか色っぽい話してるなー」

「「「副店長！」」」

　部下たちの話を聞きつけたか、まるで蜜みつに引き寄せられるキングクワガタみたいにレジカウンタへ現れるバイザー副店長。

　助かったという表情で、フィノを指したラウルが声をあげる。

「副店長もなんとか言ってやって下さいっ！　こいつ、とつぜん小悪魔下着が欲しいだとか言い出してっ……」

「ラウルがねっ、オレ様には装備できないって言うんだっっっ！」

「んー……」

　部下たちの訴うつたえに目を細め、副店長がまじまじと、フィノを見下ろし……

　……やがて。

「フィノ君なら案外、小悪魔下着も似合うんじゃないかー？」

「って」「わああっ！」

　あんぐりと口を開けるラウル。

　歓かん声せいをあげたフィノが得意げにラウルを見やった。

「ほらっ、聞いたかラウルっ!?　副店長は大だい丈じよう夫ぶって言ってるぞっ！」

「副店長っっっ！」

　思わず非難のまなざしを向けるラウルの前で、副店長がちっちっと指を振ふってみせる。

「いーじゃないか、小悪魔下着。フィノ君の無邪気であどけない笑顔と、制服の下に隠かくれた魅み惑わくのボディ、ギャップがサイコーだろー？」

「って、なに言ってるんですかっっっ!?」

　思わず叫ぶと、副店長があきれたような顔で肩をすくめた。

「てゆーか、ラウル君も食くわず嫌ぎらいは良くないぞー？　ラウル君が清せい楚そ系好きなのは分かるけど、せっかくフィノ君が冒ぼう険けんしようとしてんだから、ちゃあんと受け止めてあげないと。ラウル君まだ若いんだから、先入観に囚とらわれず、いろんな可能性を模も索さくしていくべきで……」




「──バイザーくん」




　不意に聞こえてくる、穏おだやかな声。

　さっと顔色を変えた副店長が、おずおずと背後を振り返かえる。

「て、店長っ……」

「ふふっ」

　あくまでも、あくまでも、穏やかな微笑ほほえみを浮うかべて。

　いつの間にかそこに立っていたセアラ店長が、かわいらしく首を傾かしげた。

「そんなに小悪魔下着が好きなら、バイザーくんの制服も小悪魔制服にしましょうか？　大胆に肌はだを見せる制服って、斬ざん新しんで面おも白しろいかもしれませんねー？」

「い、いや、その、おれ、わりと保守派だからっ……」

「あら、先入観に囚われず、もっといろんな可能性を模索していくべきですよね？」

「すみませんでした……」

　すっかり怯おびえきったように副店長が平へい伏ふくする。ったく、調子に乗るから……。

「ねえ、ラウルっ！」

　……と。

　不意に、フィノがラウルの袖そでを引っ張った。

「明日あしたのお休み、小悪魔下着買いに行くからついてきてっ！」

「って、なんでだよっっっ!?」

「だって、副店長の話だと、オレ様でもちゃんと装備できるんだろっ？」

　ラウルを見上げてあっけらかんと答えるフィノ。

「もともと新しいぱんつ買わなきゃって思ってたし、ここは是ぜが非ひでも小悪魔下着を入手しておかないとっ！」
















「だからお前のその謎なぞの義務感はなんなんだよっ!?　と、とにかくっ！　俺は行かないからなっ！」

「えーっ」

　きっぱりと断ったとたん、フィノが不満げに頰ほおを膨ふくらませる。

「ちぇっ……いいよっ、じゃあ、オレ様ひとりで買いに行くっ！」

「……ラウルくん」

　……と。

　セアラ店長がふと、ラウルを見やった。

「フィノちゃんひとりじゃ不安だし、ついていってあげられないかしら？」

「って、な、なんで俺がっっっ！」

「フィノちゃんがどうしても着たいって言うなら仕方ないし、それに、ラウルくん、フィノちゃんの教育係でしょ？」

「教育係ったって、し、下着ですよっっっ!?」

　すっかり動揺しつつ、反論するラウル。

「そういうのは、女の子のノヴァちゃんの方がっ……」

「ふわわ、フィノちゃんとお買いもの行きたいんですけど、明日は友達とランチの約束があるんですぅ……」

　ノヴァがなんだか申し訳なさそうに首を振って。

　改めてラウルを見やった店長が、にっこりと微笑んだ。

「ラウルくん、業務命令です」

「いや、業務と関係ないですしっっっ！」

　天使みたいな笑顔で言い放つ店長に、ラウルは思いきりツッこんで……。




　……その、翌日。




「おっかいものっ、おっかいものっ♪」

　──昼下がりの王都のメインストリート。

　販はん促そく品Ｔシャツにホットパンツといういつものいでたちで、つないだラウルの手をぶんぶん振りながら、フィノが楽しそうに歌う。

　……すれ違ちがう人たちのくすくす笑い。

　恥はずかしさのあまり、ラウルはつい赤面してしまう。

「フィノっ、お前っ、もうちょっと静かにっ……」

「ラウルっ！」

　耐たえかねて口を開くと同時に、ぴょこんと顔を上げるフィノ。

　ラウルを見上げたフィノが、にっこりと笑った。

「お休みの日もラウルと一いつ緒しよにいられるなんて、なんか、すっごくワクワクするぞっ！」

「っ……」

　心の底からうれしそうな笑顔。

　まっすぐ向けられた微笑みにどきりとし、思わず目を逸そらしたラウルが舌打ちする。……くそっ、こいつっ、ほんと反則だっ！

　……ま、とりあえずファッションセントラル・シヴァムラにでも行けばいいよな。小こ柄がらなフィノと並んで歩きつつ、ラウルは行きつけの大衆衣料品店を思い浮かべる。服屋とかって苦手だけど、あそこなら俺でも入りやすいし、そんなにヤバいものは置いてないだろうし。フィノが下着を選んでる間、他のコーナーでも見てれば……。

「ついたぞっ、ラウルっ！」

「へっ？」

　不意に立ち止まるフィノ。

　つられて足を止めると、フィノが自信たっぷりに胸を張る。

「ここがマジヴィで見たお店だっ！　ここで小こ悪あく魔ま下着が買えるんだぞっ！」

「……って」

　……おそるおそる、顔を上げれば。

　ファンシーでかわいらしい店構えといい、全体的にピンク色なショーウィンドウといい、ここガチの女の子向け下着屋じゃねえかっ！

　いくらなんでもこれ、アウェイすぎんだろっ……！　男子の侵しん入にゆうを徹てつ底てい的てきに拒こばむ雰ふん囲い気きに、まるでダンジョンのバリア床ゆかの前で途と方ほうに暮れる冒険者みたいな顔をするラウル。

　すっかり躊ちゆう躇ちよするラウルの腕うでを、フィノが無む邪じや気きに引っ張った。

「ほらっ、ラウル行くぞっ！」

「って、ちょまっっっ！」

　……心の準備をする間もなく、あっさり店内に引きずり込まれて。ラウルは思わず声をうわずらせた。




　一歩足を踏ふみ入れたとたんにふわりと香かおるなんだかいい匂におい。

　店中にあふれるパステルカラー。

　壁かべに、棚たなに、半はん裸らのマネキンに、いたるところに陳ちん列れつされたパンティやブラジャーの洪こう水ずいに動どう揺ようしつつ、目のやり場に困ったラウルが視線をさ迷わせる。……と。

「っ……？」

　ほんの、一いつ瞬しゆん。見覚えのある蜂はち蜜みつ色の鮮あざやかな髪かみが、視界の端はしに映った気がして。

　思わず目を向けようとした瞬しゆん間かん、店員を見つけたフィノが「あっ」と声をあげた。




「すみませんっ、小悪魔下着をくださいっ！」

「って、ふ、フィノっっっ！！！！？」

　ラウルの手を握にぎったまま、はきはきした声で訊たずねるフィノ。

　……いっせいに集まる周囲のお客さんたちの視線。

　赤面するラウルの前で、フィノに声を掛かけられた店員の女性がにっこりした。

「はいはい、かっしこまりましたぁっ！　そちらのカレシさんの趣しゆ味みですかぁっ？」

「ううんっ、ラウルはもっとせーそなのが好きだって、副店長が……」

「っておおおおいっっっ！！！！！」

　笑顔で答えるフィノをあわてて止めるラウル。

　くすくすと笑いながら、店員が片手を持ち上げた。

「はぁいっ！　カップルさま一組っ、小悪魔セクシーコーナーにごあんないーっ！」







「わあっ、すごいっっっ！」

　案内された店の一角。

　棚のフックにずらりと並ぶ念願の小悪魔下着を前に、フィノがきらきら目を輝かがやかせる。

「ねえラウルっ、どれにしよっっっ!?」

「ど、どれってっ……」

「あっ、これっ、血みたいな色でカッコいいっっっ！」

　そわそわするラウルをよそに、歓かん声せいをあげながらハンガーを取りあげるフィノ。

　……けれども。

「あれっ……これ、真ん中に穴が開いてるけど、不良品じゃないかっ？」

　……いの一番に隠すべき部分が思いきり全開になった、ちょっぴりアグレッシブ過ぎるデザインの上級者向けパンティ。

「そ、それは……」

　思わず目を逸らすラウルの前で、他の下着を手に取ったフィノがぴょこんと首を傾かたむける。

「こっちのも穴が開いてるし、こっちのは紐ひもみたいだし、こっちのはすっごく薄うすくて破れちゃいそうだし、みんなカッコいいけど、なんか弱そう……」

「い、いや、だからな、フィノ……」

「って、防ぼう御ぎよ力ゼロっっっ!?」

　服なんかについてる商品タグ──素材やサイズ、防御力なんかが表記されたそれをめくるなり、フィノが驚おどろいたように目を丸くする。

「な、なんでっ!?　これ、普ふ通つうのぱんつより防御力が低いじゃないかっ！」

「あ、当たり前だろっっっ！！！！？」

「え……あ、そっか」

　思わずツッコむラウルの前で、納得したみたいに、フィノ。

「防御力の代わりに特とく殊しゆ効果があるんだなっ！　さすがは小悪魔下着だっっっ！」

「いやっ、だから違ちがっ……」

「ラウルっ、これ、試着してみるっっっ！」

　言いかけたラウルの鼻先につきつけられる一ひと揃そろいの下着。

　──黒のレース。きわめて密度の低い布地のみで構成されたその下着は、全体的にとても風通しが良さそうで……ぶっちゃけて言うなら完全に透すけ透けシースルー。上も下も、大事な部分を隠かくす気など微み塵じんも感じられず……って、お、おいっ、そんなの着たらっ！

「ふ、フィノっ！　それっ……」

「店員さーんっ！」

　すっかりうろたえるラウルの前で、高らかに下着を掲かかげたフィノが店員を呼んだ。







「はい、試着室はあちらですぅ」

　少し離はなれた店の奥。いくつも並んで据すえられた箱形の試着室を手のひらで指す女性店員。

「ちっなっみっにっ」と指を立て、ラウルを見やった店員が意味深にウインクする。

「当店の試着室、カップル様でもご利用戴いただけますよぉっ？」

「けけけ結構ですっっっ！！！！！」

　ぶんぶんと激しく首を振ふって。

　かたわらのフィノを見下ろし、ラウルがすこしあわてた口調で言い放つ。

「ほ、ほら、フィノ、行ってこいよ」

「うんっ！　……ふははっ、待ってろよ、ラウルっ！」

　自信たっぷりに頷うなずき、下着を手にぱたぱたと試着室へ駆かけていくフィノ。無邪気な後ろ姿にラウルはため息をついた。……ったく、どうなっても知らないからな。

　──と。




「ちょっと、あの人……」

「やだあ、なんで男がっ……」

　……遠巻きにこちらを見やり、ひそひそと囁ささやく女性客たち。

　彼女たちだけじゃない。四方八方から飛んでくる突つき刺ささるような視線に、ラウルはすっかり冷ひや汗あせを浮うかべてしまう。

　て、ヤバい、フィノとならともかくっ、男ひとりで売り場に立ってるのは自殺行こう為いだっ！　目立ちすぎるっ！　かといって、店の外に出て待ってたら試着終わったフィノが拗すねるだろうしっ、こんなんなら、店員さんの言うとおり一緒に試着室に入っとけば……って、それはないっっっ！

　ぶんぶんと首を振りつつ、いたたまれなくなったラウルは足早に歩き出す。こ、ここは試着室の前で、いかにもツレを待ってます感を出すのが無難だっ！

　ええと、フィノが入ったのはたしか、一番端はじっこのブースで……。




「っ？」

　ラウルが近づいたとたん、ふわりと揺ゆれる真ん中の試着室のカーテン。布の向こうで誰だれかが身じろぎする気配がする。

「──ねえ、ラム？」




　……ふと聞こえてくる、なんだか覚えのある声。

　あれっと思う間もなく、隣となりの試着室のカーテンが開いた。




「これ、どうかな……」

「……って」




　視界に飛び込んでくる薄うす桃もも色いろのブラ。

　ふんわりと盛り上がったふくらみは下着からこぼれ落ちんばかりのボリュームで、抗あらがいがたい谷間を刻み……って!?

　カーテンの向こうからとつぜん現れた、顔見知りのコンビニ店員、エルザ。

　ぽかんと口を開けたまま、ふたりは無言で見つめ合い……。

　……やがて。




「って、え、エルザっっっ！！！！？」

「ラウルっ!?　ど、どうしてラウルがここにっっっ!?」




　同時に叫さけぶふたり。

　思わず後ずさるラウルの前で、エルザがあわてて下着姿の胸を覆おおう。

　──と。




「エルザっ、どうしただっ!?」

　ぱたぱたと慌あわただしい足音を立てて売り場から走ってきた少女……ラムが、試着室前に立つラウルに気づくなり声を荒あらげた。

「ラウルっ！　なんでお前がこんなとこにいるだっ!?」

「い、いやっ、俺はそのっ！」

「ほーっ……私がちーっと席外してる間に覗のぞきたあ、いい度胸してるやあっ……！」

「って、ち、違っっっ！！！！！」

「問答無用っ！　覚かく悟ごしないやあっっっ！」

　うーっと唸うなりながらラウルに飛びかかろうとするラム。

　その瞬間、いちばん端にある試着室のカーテンが揺れた。




「ラウルぅっ、なに騒さわいでるんだっ？」

　様子をうかがうみたいに、カーテンの隙すき間まからひょっこりと顔を出すフィノ。

「って、フィノっ!?」「フィノちゃんっ!?」

「あれ、エルザにラムっ！」

　顔見知りの少女たちに気づくなり、フィノが表情を輝かせる。

「お前らも小こ悪あく魔ま下着買いに来たのっ？」

「「こ、小悪魔下着っ？」」

　……思わずオウム返しするエルザたち。

　くくくと含ふくみ笑わらいを洩もらしながら、フィノがばっとカーテンを開けた。




「ちょうどいいっ、オレ様の新しい装備を見るがいいっ！」

「って……！」




　フィノの無む垢くなやわ肌はだを覆う扇せん情じよう的な黒レース。

　まあるい胸やきゅっと上がったお尻しりを申し訳程度に隠すデザインは、たしかに小悪魔というにふさわしく……っていうか、そのっ……す、透けてるっっっ！！！！！




「どうだ、カッコいいだろっっっ!?」

「な、なかなかやるやあ……」「フィノちゃん、大だい胆たんっ……」

　自信たっぷりに言いながらふんぞり返るフィノの前でごくりと唾つばを吞のむラムとエルザ。

　ハッと我に返るなり、ラウルが声をうわずらせて叫んだ。

「って、フィノっ！　み、見えてるっっっ！！！！！」

「見えてるって、なにがだ？」

　なんだかきょとんとした顔で聞き返すフィノ。

　そのとたん、あどけない顔に似合わぬボリュームの胸がふるんと揺れる。

「だ、だからっ、そのっ……！」

「っ？」

　あわてふためくラウルの前で、まじまじと自分の身体からだを見下ろして。



















「～っっっ！！！！？」




　……ようやく自分の格好に気づいたみたいに、フィノが悲鳴をあげた。




「な、なんだこれっっっ!?　み、見えちゃってるじゃないかっっっ!?」

「だ、だからそう言ってんだろっっっ!?」

「だ、だってっ、着てるのになんで見えてるのっ!?　おかしいだろっっっ！！！！？」

「着てる時に気づけよおおおおおっ！！！！！」

「や、やああああっっっ！！！！！」

　思わず叫ぶラウルの前で、すっかり取り乱した様子のフィノが、まるで茹ゆでたフグダコみたいに真っ赤な顔で座り込む。

　……と。




「──ラウル・チェイサー……？」

　……背後から、聞き覚えのある声。

　おずおずと振り返かえったとたん、ラウルの視界に蜂はち蜜みつ色の髪かみが飛び込んだ。

「あ、アイリっ……!?」




　──銃じゆう弾だんすら防げそうな分厚いパッドのブラジャーを手にしてたたずむのは、ラウルの元同級生の少女こと『オールＡ』のアイリ。

　……って、なんでこいつまでいるんだよっ!?　今日は下着の日かなんかなのかっっっ!?




　ゴーレムみたいな無表情で。アイリは無言のまま、恥はずかしそうに両りよう腕うでで胸を覆う半はん裸らのエルザと、涙なみだ目めで膝ひざを抱かかえてしゃくり上げる下着姿のフィノと、気まずげな顔で固まるラウルとを、順に見やり……

　……やがて。




「み、見み損そこなったわラウル・チェイサああああああああっっっ！！！！！」




　形のいい眉まゆをつり上げ、アイリが顔を真っ赤にして叫んだ。




　　　　＊　＊　＊




「はああああ……」




　……店内の女性客の冷たい視線に晒さらされつつ、顔見知りの少女たちの誤解を解くため必死に言い訳したり、騒ぎを聞きつけて駆かけ寄よってきた店員さんにパンツの試着はＮＧだと注意されたり……いろいろとさんざんな目に遭あった下着屋を後にして。

　メインストリートを歩きつつ、疲つかれ切った顔で嘆たん息そくするラウル。

　けっきょく買い取りになった小悪魔下着の袋ふくろを抱え、フィノがふるふると肩かたを震ふるわせる。

「ま、まさか、小悪魔下着が、そーいうときに着るモノだったなんてっ……！」




『──小悪魔下着って強くてカッコいい下着なんだぞ！　……な、なんか、思ったよりすーすーするし、見えてるとこ多くて恥ずかしいけどっ……』

『って、小悪魔下着って、ただのえっちな下着でしょ？』

『えっちな下着……？　アイリ、なんだ、それ？』

『って、な、なによ、通じないのっ？』

『……うーん、どう説明すればいいのかなあ』

『おい、エルザ、ここはひとつこのラムディミア・ド・アクセィメモールに任せないやあ！　フィノ、こっち来て耳貸しない……ごにょごにょ』

『～っ！！！！？』




　……と、そんな感じでラムたちから小悪魔下着の意味を教わったらしく。恥ずかしそうにうつむいたフィノがこれ以上ないほど頰ほおを赤らめる。

「てっきり、すっごく強くてカッコいい下着のことかと思ってたのにっ……どうして人間って、そんなモノに小悪魔なんて紛まぎらわしい名前つけるんだっっっ!?」

「い、いや、べつに紛らわしくはないと思うけど……」

「オレ様、お客さんとかにも、明日あしたラウルと一いつ緒しよに小悪魔下着買いに行くんだぞっていっぱい自じ慢まんしちゃったのにっ……！」

「って、おいっっっ、それ初耳なんだけどっっっ！！！！？」

「ううっ……祠ほこらがあったら入りたいいいっ……」

　ラウルの前で呻うめきつつ、恨うらみがましげに顔を上げたフィノが口を尖とがらせた。

「ラウルも、知ってたならどうして教えてくれなかったんだようっっっ!?」

「だ、だからなんども違ちがうって言っただろうがっっっ！」




「……せっかく、ラウルみたいになれると思ったのに」




　……なんだか、悔くやしそうに。

　フィノがふと口にした自分の名前に、ラウルが目を丸くする。

「へっ？」

「……ラウル、ゴートーの武器を取りあげたり、《魔ま女じよの腕うで》を一いち撃げきで倒たおしたりして、すっごく強くてカッコいいだろ？」

　思わず聞き返すラウルの前で、おずおずと口を開くフィノ。

「だからねっ、オレ様も、小悪魔下着っていうの装備すればそうなれるかもって、ラウルに近づけるかもって、そう思ったのに……」

　……言いながら、力なく肩を落とす少女。

「フィノ……」

　なんだかしょんぼりするフィノを見下ろし、ラウルが思わず嘆息した。

「まだ時間あるし、もうちょい買い物してくか──」







「いらっしゃいませ！」

　魔ま法ほうドアをくぐったとたん響ひびく店員の声。

　──ラウル行きつけの大衆衣料量りよう販はん店てん、ファッションセントラル・シヴァムラ。

　かたわらのフィノを見下ろし、ラウルが口を開く。

「その、ここなら、お前が好きそうなカッコいい服とかもあるし。俺がおごってやるから、好きなモノ選んで……」

「わああっ！　セイケンジャーのぱんつだーっっっ！！！！！」

「って！」

　お気に入りのマジヴィヒーローを見つけたとたん歓かん声せいをあげて突とつ進しんするフィノ。

　特価品ワゴンにかぶりついたフィノが瞳ひとみを輝かがやかせる。

「あっ、こっちは仮面ドラゴンライダーのっっっ！　あっ！　見て見てっ、まおーくんのぱんつもあるぞっっっ！　ねえラウルっ、どれにしようっ!?」

「……三枚９８０Ｇだから、好きな組み合わせ選べよ」

「わーいっっっ！！！！！」

　両手をあげてバンザイしつつ、再びワゴンへ戻もどるフィノ。

　はしゃぐ少女を見やりつつ、ラウルはあきれたように嘆息する。……ま、思ってたのとは違うけど、元気になったみたいだし、いいか。




「なあラウルっ、これ着たらセイケンジャーみたいになれるかなっ？」

　ヒーローがプリントされたパンツを手に振ふり返り、無む邪じや気きな声で訊たずねてくるフィノ。

「……かもな」

　……子どもみたいなあどけない表情に、思わず口元をほころばせつつ。

　ラウルが頭を撫なでてやると、フィノがうれしそうに笑った。







　──ちなみに、買い取りになった小こ悪あく魔ま下着はフィノの夏場の寝ね間ま着きになったらしく。フィノの部屋を訪おとずれるたび、ラウルは何度もどぎまぎすることになる。








「魔王の娘さんと俺があの子のうちにお泊まりするようです。」









「ラウル・チェイサーに……フィノさんっ？」




　魔法街灯の明かりに浮うかびあがる、蜂はち蜜みつ色の長い髪かみ。

　切れ長の瞳ひとみが、驚おどろいたようにこちらを見やって。




　──夜の王都の繁はん華か街がいにほど近い路地。

　たまたま出くわした同どう僚りようの少女がなんだか戸と惑まどったような顔をする。

「わあっ、アイリだっ！」「って、『オールＡ』っっっ!?」

　つい先日までライバル店アマダの正社員だったものの、いろいろあってレオン王都店でバイトするようになった少女こと、ラウルの勇者予備校時代の同級生、『オールＡ』のアイリ。

　閉店後、バックヤードで別れの挨あい拶さつを交わしてからじつに一時間ぶりの再会。

　なんだうれしげな顔をするフィノのかたわらで、ラウルがあたふたしながら声をあげた。

「お、お前っ、どうしてこんなとこにっっっ!?」

「だって私のアパート、この辺だもの」

　あっけらかんとした口調で、アイリ。

「そういうあなたたちこそ、どうしてこんなとこにいるのよ？　あなたたちがお店出たのって、けっこう前でしょ？」

「そ、それはっ……」

　アイリの指し摘てきに口ごもるラウル。

　……と。

「くくっ……」

　そんなラウルのかたわらで、フィノが自信たっぷりに言い放った。




「オレ様、これからラウルと一いつ緒しよに外に泊とまるんだぞっっっ！」

「えっ」




　その瞬しゆん間かん。

　あっけにとられたみたいに、アイリが目を丸くして。

　……数秒後。




「み、見損なったわラウル・チェイサーああああああああっっっ！！！！！」

「ってちちちちちちちち違ちがうっっっ！！！！！」

　ものすごい剣けん幕まくで詰つめ寄よるアイリへ千切れんばかりに首を振ふりつつ、ラウルがかたわらのフィノへと抗こう議ぎする。

「フィノっ、お前なっっっ!?」

「ふははははっっっ！」

　悪びれもせず笑いつつ、フィノがえへんと胸を張った。

「いまさっきアパートに帰ったらね、ドラゴンがいたんだっ！」

「ど、ドラゴンっ？」

　思いも寄らぬ単語にきょとんとするアイリ。

「……うちのアパートの前に、野の良らドラゴンが居座っちまってるんだよ」

　なんだか疲つかれたように、ラウルが嘆たん息そくする。

「……しかも、産卵前でそうとう気が立ってるみたいで、ちょっと近づいただけでブレス吐はいて威い嚇かくしてくるもんだからどうしようもなくってさ。大家さんもアパートん中に閉じ込められて、身動きできないらしいんだ」

「それでね、アパートに入れないからオレ様たち、泊めてもらおうと思ってお店に戻もどってきたんだけどっ……」

「……まだこんな時間なのに、めずらしく店長も副店長も帰ってて、鍵かぎ締しまってて入れなかったんだ。ったく、副店長、いつも夜中までだらだら残業してるくせに、こういう日に限ってっ……」

　……半ば八つ当たりみたいにぼやくラウル。

　アイリを見上げたフィノが得意げな顔で続けた。

「それで、ラウルと一緒に泊まれる場所を探してるんだっ！」

「なんだ、そういうことだったの……」

　なんだかほっとしたように頷うなずくアイリ。

「けど……」と呟つぶやき、ラウルがなんだか困ったように頭を搔かく。

「……こんなことになるとは思わなかったから、俺、そんなに金持ってないし。このさい宿屋は諦あきらめて、カラオケとか漫まん画が喫きつ茶さでも行こうかと……」

「あっ、見てっ！」

　不意にラウルの服を引っ張って。フィノが魔ま法ほうイルミネーションで彩いろどられたなんだか毒々しい看板を指さした。

「あそこの宿屋、『お泊まり３９８０Ｇ、休きゆう憩けい２９８０Ｇ』だってっ！　それくらいならオレ様でも出せるぞっ!?　なんか、空き室もあるみたいだしっ……」

「フィノさんっっっ！！！！！」「と、泊まるかっっっ！！！！！」

　あわてて叫さけぶアイリとラウル。

「えーっ、なんかお城みたいでカッコいいのにーっ……」

　不満げに呟くフィノを見下ろし、アイリがあきれたように息を吐いた。




「……よければ、うちに泊まってく？」

「って、『オールＡ』っ？」「いいのっっっ!?」




　思いがけない申し出に目を丸くするラウルと、ぱっと顔を上げるフィノ。

「カラオケや漫画喫茶なんかじゃロクに疲れも取れないでしょ？　明日あしたも仕事なんだから、ちゃんと休んでくれないと。無茶されるとこっちにも迷めい惑わく掛かかるわ。それに……」

　ふと、フィノを一いち瞥べつし、アイリがぶっきらぼうな口調で呟いた。

「……それに、街中に魔ま人じんをうろつかせとくわけにもいかないしね？」







　と、そんなことがあって──。




「ここがアイリのアパートか……」

　繁華街から通り二つ分くらい奥にたたずむ、そこそこきれいなアパートの二階。

　部屋の前に到とう着ちやくするなり「ちょっと待ってて」なんて言い残し、先に入ってしばらくがさごそしていたアイリがやがて、ふたたびドアを開けた。




「──お待たせ。入っていいわよ、ラウル・チェイサー」

「あ、ああっ……！」

　アイリの許可に、ラウルは思わず声をうわずらせる。

　……か、考えてみれば俺、女のコの部屋に入るのって初めてで……ま、フィノの部屋はノーカンだし。そう考えると、なんか、すげえ緊きん張ちようするっていうかっ……！

　ちょっぴりどきどきしつつ、ラウルがおずおずと足を踏ふみ入れた。

「お邪じや魔ましま……」「お邪魔しまーすっ！」

　そんなラウルの脇わきをすり抜ぬけるように勢いよく部屋に飛び込むフィノ。

「わわあっ、アイリの部屋だっ！　オレ様やラウルの部屋とぜんぜん違うぞっ!?」

　すっかりはしゃぎながら物もの珍めずらしそうに室内をきょろきょろするフィノを少し警けい戒かいしつつ、アイリがさらりと釘くぎを刺さす。

「フィノさん、分かってるとは思うけど、他人ひとのうちのクローゼットや戸と棚だなを勝手に開けたりするのはマナー違い反はんで……」

「すごいっ、冷蔵庫の中、空っぽだっっっ！」

　……アイリの言葉もそこそこにばーんと冷蔵庫を開け放つフィノ。

　ぐっと言葉を吞のみ込むアイリを振り返り、フィノが無む邪じや気きにまくし立てる。

「冷蔵庫にいっぱい食べ物いれるとあんまり冷えないからよくないって、こないだ副店長が言ってたぞっ!?　さすがアイリはえらいなっ！　……あれ、でも、食べ物が入ってないなら、いったいなにを冷やしてるんだ？」

「～っ……！」

　……ふるふると肩かたをふるわせつつ赤面するアイリに、ラウルはつい、同情のまなざしをむけてしまう。……大手アマダの正社員から一気に弱小レオンのアルバイトにランクダウンしただけあって、こいつもいろいろ大変なのかも。ここのアパート、けっこう家賃高そうだし……。

「あっ、こっちはお風ふ呂ろだっ！」

「って、だから勝手に開けちゃダメって……」

「わああっ、お風呂もうわいてるっ！　ねえアイリっ、一緒にお風呂入ろっ!?」

「えっ？」

　……一いつ瞬しゆん、目をぱちくりさせて。

　やがて、アイリがあわてたように首を振る。

「だ、誰だれが魔人なんかとっっっ！　私はお布団の準備があるしっ、入りたければ先に入りなさいよっ!?」

「うんっ！　ふふっ、アイリんちのお風呂に一番乗りーっ！」

　うれしげな顔で脱だつ衣い所へ駆かけ込んでいくフィノ。

「まったくっ……」

　なんだか疲れたように呟くアイリに、ラウルがおずおずと声を掛けた。

「……『オールＡ』、その……泊めてくれてありがとな」

「っ……」

　……改めて礼を言うと、アイリがふっと表情をゆるめてみせる。

「……まあ、あなたに借りを作っとくのも悪くないしね？」

　とりあえず、適当に座りなさいよ」なんて言い残し、アイリが台所へ立った。







「──はい、お茶」

　ことん、と、目の前のローテーブルに置かれるティーカップ。

「ああ、サンキュ……って」

　差し出された紅茶を口にしたとたん、ラウルは目を瞠みはってしまう。

「なんだこれっ、すげえうまいっ……さすがは『オールＡ』だな」

「っ……」

　何の気なしに褒ほめたとたん、なんだか怒おこったように目を逸そらすアイリ。

「べ、べつに、それほどじゃないわっ」

　……それきり、会話はぷつりと途と切ぎれた。

「…………」

　って……手持ちぶさたに紅茶をすすりつつ、ラウルは胸中で独りごちる。な、なんか、すげえ気まずいっていうかっ、そのっ……。

「そ、それにしてもっっっ！」

　沈ちん黙もくに耐たえかね、ラウルが焦あせったように口を開いた。

「お前の部屋、きれいだよなっ！　それに、なんかいい匂においがするしっ……」

「い、いい匂いってっ……」

　ラウルの言葉に声を詰まらせ、頰ほおを赤らめるアイリ。

「いいいいやそのっ、だだだからヘンな意味じゃなくっっっ！！！」

　なんだかひどくあわてつつ、ラウルがぶんぶんと首を振る。

　……互たがいに赤面したまま、また黙だまり込むふたり。

　ふたたび、気まずい沈黙が訪れ……やがて。

「そ、そのっ……」

　長いまつげを伏ふせたまま、アイリがおずおずと口を開いた。

「ラウル・チェイサー……わ、私っ……っ!?」




「──アイリーっ！！！！！」




　不意に飛んできた声に、言いかけた言葉を吞み込むアイリ。

　脱衣所からぴょこんと顔を出し、フィノがアイリを呼ぶ。

「──ねえアイリっ！　石せつ鹼けんってどれ使っていいんだっ!?」

「い、いま行くからっっっ！」

　あわてたように怒ど鳴なり返し、さっと立ち上がるアイリ。

　た、助かったっ……。

　リビングから出て行くアイリの背中を眺ながめつつ、ラウルはなんだかほっと胸をなで下ろした。




「──アイリーっ、お湯ってどうやって出すんだっ？」

「──ねえアイリっ、この丸いのってなにっ？　どう使うんだっ？」

「──アイリっっっ！　じ、蛇じや口ぐちからなんかヘンなモノが出てきたあっっっ！」

「ああああもうっ！」

　いつもと勝手が違う風ふ呂ろ場ばに困り、何度も何度もアイリを呼び出すフィノ。

　ついに我が慢まんの限界を迎むかえたか、アイリが苛いら立だった声をあげる。

「もうっ、しょうがないわねっ！　私も入るから、ちょっと待っててっ！」

「わあっ、アイリも来るのっっっ!?」




　……と、そんなことがあって。




「──アイリっ！　背中洗ってあげるっ！」

「って、い、いらないわよっ！」

「ふははっ、遠えん慮りよするなっ！　オレ様すっごく上手なんだぞーっ!?」

「ちょっ、やだっ、そんなトコっ……もうっ、や、やめてったらあっっ！」




「っ……」

　ひとりぽつんとリビングに座り、ローテーブルに頰ほお杖づえをついて。……浴室の方から聞こえてくる声に、ラウルはなんだかどきどきしてしまう。

　アイリと二人っきりってのも気まずいけど、なんつーか、これはこれで落ち着かないっていうかっ……。




「──ラウル・チェイサー！」

「っっっ!?」




　不意に名を呼ばれ、ラウルは思わず飛び上がった。




「な、なんだよ『オールＡ』っ!?」

「そのっ……ち、ちょっとお風呂に来てっ！」

「へっ……って、な、なんでっ……」

「い、いいからっ、早くっ！」

　強い口調で言い放つアイリ。予想外の展開に、ラウルはついぽかんとしてしまう。ふ、風呂に来いって、まさかっ……って、なに考えてんだよ俺っ!?　お、落ち着けっ！

　ぶんぶんと激しく頭を振ふりつつ、ラウルが腰こしを上げた。




「……な、なんの用だよ、『オールＡ』っ」

　ちゃぷん、と、浴室の扉とびらの向こうから聞こえてくる水音。

　磨すりガラス越ごしにちらちら見える肌はだ色いろから目を逸らしつつ、ラウルはつとめて冷静に聞き返す。

　ややあって、ガラスの向こうの人ひと影かげが動いた。

「ら、ラウル・チェイサーっ……」

　……なんだか、少し恥はずかしそうに。

　しばらく　口ごもっていたアイリがやがて、おずおずと申し出る。

「ええと、そのっ……た、タオル取ってきて欲しいんだけどっ……」

「はあ？」

「だ、だから、用意し忘れちゃったのっっっ！」

　思わず聞き返すラウルに、アイリが怒ったような声をあげた。

「い、いつもならちゃんとお風呂の前に用意してから入るんだけどっ、誰かが泊とまりに来るのとか初めてだしっ、フィノさんが急せかすからっ、ついっ……！」

「……って、お前って案外ドジなトコあるよな」

「よ、余計なお世話よラウル・チェイサーっ！」

　照てれ隠かくしみたいに声を荒あらげたあと、ためらいがちに口を開く。

「そのっ……リビングの右側のクローゼットに入ってるハズだからっ……」

「……はいはい」

　なんだかほっとしたような、ちょっぴり残念なような気持ちで頷うなずきつつ。苦笑交じりにリビングに戻もどったラウルが、クローゼットの扉へ手を掛けた。

「ええと、たしか、左側のクローゼットだっけ……って！！！！？」
















　扉を開けたとたんなだれ落ちてくる大小のタオルにハンカチ、スカートにブラウス、クッションにぬいぐるみ……。

　クローゼットに押し込められてた布の山に埋もれ、ラウルは尻しり餅もちをついてしまう。

「って、な、なんだよっ、これっ……っ！」




　……まるで、とつぜんの来客を迎えるために床ゆかに散らばってたありとあらゆるモノを手当たり次第に詰つめ込んだかような乱雑なクローゼットの中身。

　顔に引っかかった布きれを何気なく払はらったとたん、ラウルは目を瞠ってしまう。かわいらしい薄うす水色のストライプ。こ、これって、アイリの下着っ……！

「──どうかしたの、ラウル・チェイサーっ？」

「って、な、なんでもねえよっっっ！！！！！」

　浴室から飛んでくるアイリの声にあわてて返事しつつ、床にこぼれたクローゼットの中身を元通り雑に押し込めるラウル。

　あいつ、しっかり者に見えて、案外だらしないとこあるんだな……。

　……ま、この件については触ふれないでおくのが賢けん明めいか。床に残ったタオルを拾いつつ、ラウルは胸中で独りごちる。……あいつ、やたらとプライド高いしな。







「あら、もうお風ふ呂ろあがったの、ラウル・チェイサー？」

「あ、ああっ……」

　アイリの言葉に、ラウルは思わず言葉を濁にごしてしまう。……ていうか、こいつらが入ったあとの風呂にそうそうゆっくり入ってられるかよっ!?　なんかすげえいい匂いとかするしっ、湯船に浸つかってるだけでそのっ、いろいろ想像しちまってっ……くそう。

「ラウル見てっ、アイリの寝ね間ま着きだぞっ!?」

　ふわふわもこもこしたかわいい寝間着を自じ慢まんげに見せつけてくるフィノ。

「ベッドに布団が一組あって、あとは毛布が二枚しかないから……」

　手持ちの寝しん具ぐを見やりつつ、部屋着姿のアイリが考え込むように呟つぶやく。

「ベッドと掛かけ布ぶ団とんはフィノさんに使ってもらって、私は床に毛布とクッションで……ラウル・チェイサー、悪いけど、あなたはキッチンスペースの方でもいい？　その代わり、敷しき布団と毛布を振り分けるから」

「あ、いや、俺は毛布だけでいいよ。無理言って泊めて貰もらってるんだし、そんなに気を遣つかわなくても……」

「でも、お客さんを床にそのまま寝かせるわけにはいかないでしょ？　遠慮しないで使いなさいよ」

「っ、サンキュっ……」

　頑かたくなに言い張るアイリに敷き布団を押しつけられ、おずおずと受け取るラウル。

　と、話を聞いていたフィノがふと、口を開いた。

「アイリっ、オレ様、床に新聞紙でも平気だけどっ……」

「……って、あなた、魔ま人じんだけど、いちおう女のコでしょ！」

「それなら、アイリも一いつ緒しよにベッドで寝ようよっ？」

「って、だ、誰だれが魔人と一緒に寝るもんですかっっっ！」

　フィノの申し出にぶんぶんと頭を振るアイリ。思わず、ラウルが口を挟はさむ。

「けど、床で寝るのってけっこう疲つかれるし、次の日に響ひびくぞ『オールＡ』？　お前も明日あした、仕事だろ？」

「オレ様とアイリで一緒に寝るんだったら、布団と毛布も一緒に使えるしっ！」

「っ……」

　ラウルたちの言葉に、アイリが迷うように視線をさまよわせ──。







　……夜中にふと、目を覚まして。

　キッチンスペースに敷かれた布団でまどろんでいたラウルがばっと身を起こした。

「……って、やべっ、忘れてたっ！　そういや店長に出されてた宿題があったんだっけ！」

「ラウルが担当する生活アイテムコーナーの改善案。いまから考えとかないと間に合わない！　たしかメモ帳に詳細が……って。

　……メモ帳が入った通勤バッグは、アイリたちが眠ねむるリビングスペースに置いたままだ。

　少し迷ったものの、ラウルはおずおずと、リビングのドアを開けた。




「っ……」「ふにゅう……」

　ベッドの上で身体からだを寄せ合うようにして眠るアイリとフィノ。

　こうしてると、まるで仲のいい姉妹みたいで……なんだか仲むつまじい様子に、ラウルはつい、頰ほおをゆるめてしまう。アイリのやつ、魔人嫌ぎらいっていう割には、けっこうフィノと上手くやってるよな。

　……って、そんな場合じゃねえ。端はたから見たら夜よ這ばいみたいな状じよう況きようだし、早いとこバッグを探して退散しないと……っ!?

　きょろきょろとバッグを探していたラウルは思わず絶句してしまう。

　って、なんでフィノが俺のバッグを枕まくらにしてるんだよっ……!?

「むにゃむにゃ……」

　ラウルのバッグに頰を擦すり寄せ、気持ちよさそうに寝ね息いきを立てるフィノ。

　……って、どうする？　いや、でも、メモがないと宿題がっ……。

　と、とりあえず、メモ帳だけでも抜ぬき出せれば……思いきって覚かく悟ごを決め、ラウルがそろそろと手を伸のばした。

　……と。

「っっっ！！！！？」

　不意に腕うでを摑つかまれ、声にならない悲鳴をあげるラウル。

　すっかり動どう揺ようするラウルの身体を、寝ぼけたアイリが強く引っ張って。

　……って！！！！？

　不意をつかれ、ベッドの少女たちの間に倒たおれ込むラウル。

　あわてて身を起こそうとするラウルの腕に、アイリがぎゅっと抱だきついてくる。

「ん……」
















　幸せそうな寝息を立てつつ、甘えるようにラウルの肩かたに頰ずりしてくるアイリ。

　すぐ目の前にある長いまつげと誘さそうようなくちびる。とびきり美人な元同級生にじゃれつかれ、ラウルの心臓が爆ばく発はつしそうになる。な、なんだよこのシチュエーションっ!?

　お、落ち着けっ、落ち着けっ……！　自分に言い聞かせつつ、起こさないようにしながらそっとアイリの手を解ほどいていく。……って、く、首筋に息がっ……む、胸がっ……！

　どうにかアイリの腕から逃のがれ、ほっと息をつくラウル。

　……そんなラウルの背中に、なにか温かいものが押し当てられた。

「～っっっ！！！！？」

「らうるぅっ……」

　……耳元で囁ささやかれ、ぞわりと甘く背筋痺しびれるフィノが。

　背後から両りよう腕うでをまわし、フィノがラウルに抱きついてくる。

「んんっ……」

　すっかり取り乱すラウルの腕に、アイリがまた、腕を絡からめてきて……って、お、おいっっっ！！！！？

　前と後ろからそれぞれ身体を擦り寄せてくる少女たち。

　脱だつ出しゆつ不可能なくらいがっちりとホールドされ、ラウルは心の中で悲鳴をあげた。







「──どうしたの、ラウル・チェイサー？　顔色が悪いけど……」

「……いや、べつに……」

　──翌日の朝。アイリとフィノと三人でローテーブルを囲みつつ、ラウルは死んだスライムみたいな目で首を振ふる。

　……あのあと、どうにか抜け出すことには成功したものの、どきどきが収まらないラウルは自分の寝ね床どこに戻っても寝られるハズもなく。けっきょく、まんじりともせず夜が明けてしまって……。

「わああっ、アイリのご飯、すっごいおいしいっ！」

　白いご飯にお味み噌そ汁しる。アイリが作ったシンプルな朝食に感動しつつ、フィノが満面の笑みを浮かべる。

「アイリのうちに泊まるの、すっごく楽しかったっ……！　ねえアイリっ、また泊まってもいいっ？」

　期待に満ちた瞳ひとみでアイリを見上げるフィノ。

「……それはっ……その、今度は、もっとちゃんと準備しておくわ」

　なんだか照れたように、アイリが頷うなずいた。







「……って」

　──その日の夜。

　とつぜんの呼よび鈴りんに玄げん関かんのドアを開けたアイリが、なんだかあきれた顔をする。

「どうしてまた、あなたたちが来るのよっ……」

「そ、それがっ……」

　ばつの悪そうな顔で、ラウルが頭を搔かく。

「野の良らドラゴンは無事に産卵終えて帰ったんだけど、今度は野良ユニコーンがアパート前で産気づいちまって……」

「……まったく、仕方ないわね」

　まんざらでもなさそうに肩をすくめてみせるアイリ。

「わーいっ、今日もアイリの部屋にお泊とまりだーっ！」

　ラウルのかたわらで、フィノがうれしそうな声をあげた。







　──おまけ




「アイリのご飯、ほんと、すっごくおいしいなっ……おかわりっ！」

「っ……」

「どうしたの、ラウル・チェイサー？」

「あ、い、いやっ！　べつにっ……」

「……って、なによ、その反応。口に合わないなら合わないってはっきり言いなさいよ、ラウル・チェイサー！」

「って、違っっっ！　お前のメシ、すっげえ美味うまいしっっっ！　ただっ……」

「……ただ？」

「そ、その……」




　少しだけ、迷って。

　……箸はしと茶ちや碗わんを見下ろしたラウルが、おずおずと口を開く。




「お前の箸使って食うの、間接キスだよなって……」

「～っ……！」




　その瞬間、はっとしたように頰ほおを赤らめて。

　ものすごい勢いでラウルの手から箸を奪い取ったアイリが、ばたばたとキッチンへ駆けていく。




「……っ」

　……やがて、戻ってきたアイリが、無言で割り箸を差し出してきて。




「？」

　気まずげな顔で箸を受け取るラウルを見やり、ほっぺたにご飯粒をつけたフィノが不思議そうに目を丸くした。








「勇者になれなかった俺たちが倉庫に閉じ込められたようです。」









 「くそっ！　どうしてこんなコトにっ……！」




　──ごうごうと荒あれる激しい雪風の音。

　マジックショップ・レオン王都店正社員のラウルとアルバイトのノヴァ。そして同じくバイトで新人、『オールＡ』のアイリ。

　運悪く吹雪ふぶきにみまわれてしまった三人は小さなかまくらの中で身を寄せ合い、たったひとつの毛布にくるまって嵐あらしが収まるのを待っていた。

「ふああ……」

　かたわらで縮こまってたノヴァが、あくびとともに目をこする。

「ラウルさん……わたし、なんだか眠ねむくなってきちゃいましたああ……」

「って、の、ノヴァちゃんっ!?」「だ、駄だ目めっ！」

　あわてて声を揃そろえるラウルと『オールＡ』のアイリ。

　ぱっと摑つかみかかったアイリが、ノヴァの肩かたを乱暴に揺ゆすぶった。

「ノヴァさんっ！　眠ったら凍こごえ死しぬわよっっっ!?」

「ふ、ふええっ」

　がくがくと揺すられてびっくりしたように目を瞬しばたたかせるノヴァ。

　お陰かげですっかり目も覚めたようで、ひとまずはこれで一安心……じゃねえよっっっ！

　絵に描かいたようにベタベタなお約束展開に、ラウルは思わず頭を振ふる。




　──相変わらず、いっこうに収まる気配のない猛もう吹雪ふぶき。

　古い床ゆか板いたも、乱雑に置かれた什じゆう器きも、壊こわれた機材も、展示品の箱やがらくたが詰つまったコンテナも、すべてが白い雪に埋うもれ……って！




　……なんで俺たち、店の倉庫で遭そう難なんしかけてるんだよっっっ!?







　──『倉庫の片付け？』

　──『あっ、ラウルさん、わたしもお手伝いしますうっ！』

　ついさっきまで、俺たち三人は店の二階にある倉庫室を片付けてた。

　ま、正確には片付けと言うより、乱雑に置かれてた机や什器を壁かべ際ぎわに寄せて空間を作るお仕事。なんたって、明日あした送られてくる予定の大型魔ま法ほう冷蔵庫（十五台分）の在庫置き場所を確保しなきゃならない。例によって倒とう産さんしたメーカーの品物を本部が格安で仕入れたらしいけど、店にとってはいい迷めい惑わくで……ま、今回は事前に連れん絡らくくれただけマシだけど。

　そんなこんなで営業時間終しゆう了りよう後ご、とりあえず近くにいたアイリに声を掛かけたら、なんだかノヴァちゃんまで手伝ってくれることになって。途と中ちゆう、ノヴァちゃんが三回くらい転んだり、小物満まん載さいのコンテナをひっくり返して床ゆか中じゆうに中身をぶちまけたり、移動させた棚たなの間に挟はさまれて出られなくなったりするようなハプニングもあったものの、どうにか作業を終わらせて帰ろうとしたら、倉庫室のドアが開かなくなってたんだ。

　中に人が居るのに気づかず外から鍵かぎを掛けられちまったか、それとも、外でなにかがつっかえてるのか……とにかく、俺やアイリがどう頑がん張ばってもドアは開かなくて。大声で助けを求めたものの、他のスタッフたちは既すでに帰ってしまったのか反応はないし、魔法でドアや壁かべを壊そうにも、魔法の《基盤ベース》に使えそうなお手て頃ごろサイズの金属片も見当たらない。……ま、仮に得え物ものがあったところで、弁べん償しようすることを考えたら店の壁に穴を開けるような真似まねはできなかっただろうけど。

　と言うわけで、倉庫に閉じ込められちまった俺たち。

　そんな俺らに追い打ちを掛けるみたいに、倉庫の天てん井じよう近くに設置された業務用エアコンがとつぜん唸うなり声ごえをあげたかと思うと、雪混じりの風を吐はき出し始めて……。

「ふええええっ」「ち、ちょっとっっっ！」「ど、どうなってんだよっっっ!?」

　──たちまち雪に覆おおわれる視界と、急激に下がってく気温。

「と、とりあえずっ、リモコンを探すんだっ!?」「えっ？」

　思わず叫さけんだとたん、パキン、と、なんだか嫌いやな音。

　……おそるおそる視線を向けると、手のひらサイズの四角いアイテム──ちょうど、見慣れた業務用エアコンのリモコンそっくりなそれ──をうっかり踏ふみつぶしたノヴァちゃんが、バツの悪そうな顔でこちらを見やってて……。

「や、やっちゃいましたあ……」

「ノヴァちゃん～っっっ！」

　そうこうしてる間にも、どんどん激しさを増してく吹雪。

「くそっ……ノヴァちゃんっ、『オールＡ』っ、こっちだっ！」

　あわあわするノヴァちゃんとアイリを机の下へ避ひ難なんさせ、かき集めた雪で机の周囲を囲った俺も遅おくれて中へと滑すべり込んだ。

　で、『オールＡ』が見つけてきた毛布に三人でくるまって……ってダメだ！　こうやって整理してみても、いったいなにがなんだか分からない！　いくらここがマジックショップだからって、なんで倉庫でビバークしてんだよ俺たちはっ!?




「っ……冷えるわねっ……」

「ううっ、寒いですううううう……」

　寒さに堪たえるように自分の身体からだを抱だきしめるアイリと、身を縮こまらせて震ふるえるノヴァ。

　……ラウルたちの装備こと『Ｅ：レオンのせいふく』『Ｅ：レオンのエプロン』は耐たい久きゆう性せいも防ぼう御ぎよ力もいたって普ふ通つうのぬののふくレベル。もちろん、耐炎属性や耐氷属性なんてものはついてない。

　机を天井と柱代わりにした簡易かまくらの中は外よりはまだマシなものの、すでに骨の髄ずいまで冷え切った身体は毛布いちまいで容易に温まるもんじゃない。せめてたき火にでも当たれればマシなんだろうけど、ここは雪山でも魔ま界かいでもなんでもないマジックショップの二階倉庫。燃やせるものなんて段ボールくらいしかないし、そもそも火なんか焚たいたら天井の火災報知器が反応して大おお騒さわぎだ。

　ていうか、女のコの制服って、俺らのより明らかに薄うすいし……半はん袖そでにミニスカートという少女たちを見やりつつ、ラウルは思わず目をすがめてしまう。

　がくがくと震える小さな肩。

　蒼あおざめた横顔と、血の気の失せたくちびる。

　ここまずいな。このままじっとしてたら、最悪の事態になっちまうっ！




「ラウル・チェイサーっ、どこに行くのっ？」

　驚おどろいたような声をあげるアイリ。

　毛布から抜ぬけ出したラウルが、壁の業務用エアコンを睨ねめつける。




「……俺が、アイツを倒たおしてくる！」

「っ……！」




　神をも恐おそれぬその発言に、アイリが目を丸くした。

「正気なのラウル・チェイサーっ!?　業務用エアコンって一台何十万ゴールドもするのよっ!?」

「こ、壊しちゃったら、弁償するの大変ですう！」

「でも、このまま仲良く凍とう死しするよりはマシだろ？」

　少女たちの言葉をさえぎって、ラウルがきっぱりと言い放つ。

「リモコンは壊しちまったし、エアコンの制せい御ぎよ盤ばんは倉庫の外だし、アイツを止めるにはそれしかないんだ。……正社員の俺にはバイトを守る義務があるからな。店長だって、この状じよう況きようならきっと、そうするハズさ」

「ラウル・チェイサーっ……」

「ラウルさんっ……」

「……って、そんな顔するなよ」

　少女たちを安心させるみたいに、ラウルはふっと微笑ほほえみを浮うかべてみせる。

「大だい丈じよう夫ぶ、責任はぜんぶ俺が取る。お前らが心配することは、なんにも……」

「ま、待ってください！」

　……と。

　考え込むように瞳ひとみを瞬かせてたノヴァが、なにかを決意したみたいに口を開いた。




「──こうなったら、アレしかないですっ……！」




　ぬぎっ。

　視界に飛び込んでくる、ふわふわとやわらかそうな肌はだ。

　とつぜん服をはだけたノヴァに、ラウルがあんぐりと口を開ける。

「っての、ノヴァちゃんっっっ!?」

「な、なにやってるのよっっっ!?」

「こういうときは、素す肌はだで温め合うのがいいってドラマで見たことありますう！」

　すっかり取り乱すラウルたちの前で自信たっぷりに言い放つノヴァ。

　ブラウスの残りボタンをぷちぷちと外しながら、ノヴァがラウルたちを見やった。

「さあ、ラウルさんたちも、早く脱ぬいでくださいっ！」

「って！」

「で、できるわけないでしょっっっ!?」

　思わず絶句するラウルと、顔を真っ赤にして叫ぶアイリ。

「ノヴァさんとならともかくっ、ラウル・チェイサーとっ、は、裸はだかでなんてっ……！」

「でもでもっ、エアコン壊さずに乗り切る方法、他にないですしっ……それに、下着つけてれば裸じゃないからセーフですうっ！」

「いやっ、思いっきりアウトだと思うけどっ!?」

「わ、わたしだって恥はずかしいですけど、非常事態ですしっ……」

　むき出しの肩を抱いだきつつ、頰ほおを染めたノヴァがおずおずと口を開く。




「──それに、ラウルさんなら、信しん頼らいできますしっ……」




　……翡ひ翠すい色の瞳を伏ふせ、はにかむように呟つぶやくノヴァ。

「い、いや、信頼されてもねっ……？」

　思い切り動どう揺ようしつつ、ラウルは声をうわずらせる。

　し、正直、そういう問題じゃないっていうかっ……くそっ！

「お、おい、『オールＡ』っ！」

　助けを求めるように、ラウルが顔を上げた。

「頼たのむっ、ノヴァちゃんを止めてくれっ……」

　……と。




「……し、仕方ないわね」




　ぬぎっ。

　視界に飛び込んでくる、なめらかで張りのある肌。

　とつぜん服をはだけたアイリに、ラウルがあんぐりを口を開ける。

「って、お、『オールＡ』っっっ!?」

「の、ノヴァさんの言うとおり、非常事態だからしょうがないわっ」

　恥ずかしそうに目を伏せたまま、言い訳するみたいに呟くアイリ。

「……そ、それに、ここで仲良く凍死するよりはマシでしょっ？」

「って、お、お前ら本気かよっっっ!?」

「う、うるさいわねっ！」

　顔を真っ赤にしたままアイリが口を尖とがらせる。

「ほ、ほらっ、あなたも脱ぎなさいよっっっ！」

「い、いやっ、だけどっ……」

「手がかじかんでボタンが外せないなら、お手伝いしますよー？」

「い、いやっ、自分で脱げるからっ……！」

　ノヴァの申し出にあわてて首を振ふりつつ、ラウルはベストへ手を伸のばし……って、おいっ！　な、なんでこうなるんだよっっっ!?






















「…………」

　むぎゅううううっ。

　薄い毛布の中、脇わき腹ばらに押し当てられるボリューム感たっぷりのやわらかさ。

「………………」

　むぎゅっ。

　逆側には、やや控ひかえめながら、ふにふにとした感かん触しよくがあって。

「……………………」

　腹に、背中に、左右から伸ばされ、しっかりと身体に絡からみついてくる腕うで。

　裸の脇腹にこすれる少女たちの下着と、そこからはみ出した、ひんやりして、すべすべした、みずみずしい肌。

　重ねられた皮ひ膚ふの奥から、じわじわとあたたかさがこみ上げてきて……。

「ふわわ、だんだん、あったかくなってきましたあ……」

　気持ちよさそうに目を細め、ラウルの二の腕に頰を擦こすり寄せるノヴァ。

「ち、ちょっと！　なに顔赤くしてるのよっ！」

　逆側から、アイリがあわてたように声を荒あらげる。

「この非常時になに考えてるのっ!?　み、見損なったわラウル・チェイサーっ！」

「お、お前だって顔赤いだろっ!?」

「あ、当たり前でしょっ!?」

　ささやかな谷間を隠かくすようにラウルの身体へ胸を押し当てるアイリ。

「み、見たら許さないわよっっっ！」

「わ、分かってるってっ！」




　……半はん裸らの少女たちにぴたりと密着され、ばくばくする心臓。

　鼻び腔こうをくすぐる、えもいわれぬ匂におい。

　少女たちの髪かみが、吐と息いきが、肌をくすぐって……。

　くそっ、ど、どうにかなりそうだっ……！




「──ラウルさん……」




　……と。

　ラウルに身体を擦り寄せていたノヴァがふと、口を開く。




「わたし、なんだか、変な気分になってきちゃいましたあ……」

「って、の、ノヴァちゃんっ!?」




　思いも寄らぬ告白に声をうわずらせるラウル。

「い、いくらなんでもっ、こんなときにっ……！」

「でもでもっ、わたし、もう、我が慢まんできないんです……」

　もじもじと身体からだを動かしながら、ノヴァが切なげに眉まゆ根ねを寄せた。




「わたし、お手洗いに行きたくなっちゃいましたあ……！」

「へっ……」




　思わず目を丸くするラウルとアイリ。

　ラウルの身体に抱きついたまま、ノヴァが泣きそうな顔で呟く。

「い、意識したら、よけいにいいいっ……」

「ちょっ！」「の、ノヴァさんっ!?」

「ふええ……」

　ぷるぷるしながら涙なみだ目めで訴うつたえるノヴァ。

　く、くそっ、大ピンチじゃねえかあああっっっ！




　──と。




「──見つけた」




　──不意に聞こえてくる、落おち着つき払はらった声。

　かまくらを覗のぞき込む小こ柄がらな人ひと影かげに、ラウルたちは思わず声を揃そろえた。




「「「ロア先せん輩ぱいっっっ!?」」」




　──ロア・ベリフェラル。マジックショップ・レオン王都店の配送とメカニックを担当するベテランの少女。

　半裸でくんずほぐれつする後こう輩はいたちを見下ろし、ロアが淡たん々たんと口を開く。

「ここでなにをしている？」

「い、いやそのっ、ちちちちち違ちがうんですっっっ！！！！！」

　ものすごい勢いで身を起こすなり、あわててワイシャツを羽織るラウル。

「助けがくるまで温めあってただけでっ、べべべつにやましいことはっ……！」

　舌をもつれさせながら弁解しつつ、ラウルは思わず安あん堵どのため息をついた。

「でも、ロア先輩が来てくれて、助かりましたっ……！」

「先輩、よく、私たちが倉庫に閉じ込められてるのに気づきましたね」

「さすがはロア先輩ですう！」

　ようやく現れた救出者に、ラウルたちはほっとしたような顔をする。

　……けれども。




「──助かった？」

　相変わらず淡々とした口調で、ラウルたちの言葉をオウム返しするロア。

「へっ？」

「あ、あのう……」

「ロア先輩、俺らを助けに来たんじゃ……」

「──私も遭そう難なん中」

　ラウルの言葉をさえぎって、ロアが倉庫の隅すみを指す。

「そこで機材の修理をしていた。修理が終わったら、辺りが吹雪ふぶきになっていた」

「って、ロア先輩、修理に夢中で吹雪に気づかなかったんですかっ!?」

　こくり、と無表情で頷うなずきつつ、ロア先輩が自分の身体を抱だきしめた。




「……とても寒い」

「でしょうね！」




　つい、声を荒げてしまうラウル。

　……って、結局、遭難者が増えただけかよっっっ！！！！？




「あ、あのう、ロア先輩もこっちにきてあったまりますかあ……？」

　アイリと身を寄せ合ったまま、おずおずと申し出るノヴァ。

「……結構だ」

　毛布にくるまるふたりを一いち瞥べつするなり首を振った、ロアが、不意にラウルの腕を摑つかんだ。

「──行くぞ、ラウル」

「へっ」

「吹雪の原因は、エアコン」

　目を丸くするラウルの前で、ロアが吹雪を吐はき出しつづける壁かべのエアコンを指す。

「分解し、動作を止める」

「って、そんなことができるんですかっ!?」

「手伝え」

　返事の代わりに、ラウルの腕をさらに引っぱるロア。

「……はいっ！」

　勢いよく頷いたラウルが、かまくらの少女たちを振り返かえる。

「待ってろ、ノヴァちゃん！　もうちょっとの辛しん抱ぼうだからな！」

「よ、よろしくお願いしますううううう！」

　居い心地ごこち悪そうにもじもじしながら、ノヴァが涙目で声をあげた。







「──なるほど……」

　鋭するどいまなざしでエアコンを一瞥し、懐ふところからドライバーを取り出すロア。

　片手でくるりとドライバーをまわし、ロアは流れるような動きで作業に取りかかる。

「って……」

　……ラウルの顔を挟はさみ込む、真っ白な太もも。

　エアコンと格かく闘とうする小柄な先輩社員を肩かた車ぐるましつつ、ラウルは胸中で叫さけんだ。

　……くそっ、どうしてこういうときに限っていつものツナギじゃなく、ミニスカートの方の制服なんだよっ!?

「……動くな。手元が狂くるう」

「す、すみませんっ……！」

　あわてて謝ったとたん、ぐいっと押しつけられる太もも。

　首の裏から後頭部に感じる体温に、ラウルは思わず唾つばを吞のむ。

　は、早く終わってくれっ……！




　……やがて、間断なく吐き出されていた冷気が、ぴたりと止まって。

　ロアを肩車したまま、ラウルがほっとしたように口を開いた。

「うまくいったみたいですね、ロア先輩」
















「……いや」

　ラウルの言葉に、ロアが淡々と首を振ふる。

「様子がおかしい……すぐに、ここから離はなれろ」

「へっ？」




　思わず顔を上げたラウルの前で、ぶるり、と大きく震ふるえるエアコン。

　──次の瞬しゆん間かん、いままでになく強きよう烈れつな冷気が、ラウルたちを直ちよく撃げきした。




「～っっっ！！！！？」




　とっさにロアをかばい、床ゆかに転がるラウル。

　ぴしぴしと、空気が凍こおるような音。

　強い冷気を浴びた背中は痺しびれ、剝むき出だしの皮ひ膚ふは数億の針に刺さされたように痛み……。




　……一いつ瞬しゆん後。

　ラウルの意識が、ふっと途と切ぎれた。




　　　　＊　＊　＊




「──ん……」




　……身体を包みこむ、ふわふわとやわらかくて、あたたかい感覚。

　手のひらが、なにかとてもやわらかいものに挟まれてて……思わず指先を動かしてみると、ふにふにと、なんとも心地ここちよい弾だん力りよくが返ってくる。




「っ、ら、らうるぅっ……！」

　……靄もやが掛かかったような意識の向こうから、なんだかあわてたような少女の声。

「や、やだぁっ、く、くすぐったいようっ……！」

「……って！」

　ぱちりと目を開けたとたん、ラウルは思わず声をうわずらせた。




「ふ、フィノっっっ！！！！？」




　──マジックショップ・レオン二階の休きゆう憩けい室。

　ソファに寝ねかされたラウルの身体には毛布が掛けられ、フィノが添そい寝してて。なぜか大きくはだけられた少女の制服の胸元に、ラウルの手のひらがすっぽりと……って!?




「ど、どういうことだよっっっ！！！！？」

「あっ、ラウルっ、まだ出しちゃだめっっっ！」

　とっさに手を抜ぬこうとするラウルを、フィノがあわてて制止する。

「ラウルの手っ、『トウショウ』とかいうのになりかけててっ……ちゃんとあったまるまでこうやってあっためてなきゃダメって、店長に言われたんだっ！」

「って……」

　た、たしかに凍とう傷しようのときは人ひと肌はだの温度でゆっくり患かん部ぶをあっためなきゃいけないけど……べつにそれ、胸の谷間じゃなくたっていいですよね店長っ!?　いや、フィノに限っては、一番挟みやすそうなところではあるけども！




「ご、ごめんなさいっ……！」

　……ラウルの身体からだを抱いだいたまま、フィノがしゅんとした様子で口を開く。

「オレ様っ、店長に頼たのまれて売り場のエアコン消したつもりだったんだけど、そのとき、間ま違ちがえて倉庫のエアコンのスイッチを入れちゃったみたいでっ……」

「って……」

　あの吹雪、フィノが原因だったのかよ……思わず、ラウルは半眼になってしまう。

　業務用の高出力エアコンとフィノの魔ま力りよくのコラボレーション。……まさか王都の真ん中で遭難するハメになるなんて、さすが魔ま王おうの血はダテじゃない。

「ラウル、とっくに先に帰ったと思ってたのにアパートにいなかったから、もしかしたらって思ってお店に戻もどったんだっ。そしたら、たまたま店長と出くわして、そのあとすぐ悲鳴が聞こえてきたから倉庫に行ったら、ラウルが倒たおれててっ……お、オレ様のせいで大変なことにっ……」

「いや、べつに、お前のせいじゃ……」

　……と。




「──そうですよー？」

　ふわふわと揺ゆれる栗くり色いろの髪かみ。

　穏おだやかな微笑ほほえみとともに休憩室へ入ってきたセアラ店長が、ラウルの言葉に同意する。

「フィノちゃんは悪くないわ。そもそも、倉庫に鍵かぎさえ掛かってなければ、たいして問題はなかったんだし……」

　ソファのラウルを見下ろし、店長が安心したように目を細めた。

「……ラウルくん、無事に目が覚めて良かったわ。ラウルくんの身体、ほんとはわたしが温めようとしたんだけど、フィノちゃんがどうしても自分でやるって聞かなくて……」

「あのっ、みんなはっ……！」

「ふふっ」

　ラウルの問いに、店長がかわいらしくウインクしてみせる。

「みんな無事ですよ。特にロアさん、ラウルくんと同じ冷気を浴びたのに、ケガひとつなくて……ラウルくんがかばってくれたお陰かげですね？」

「…………」

　思わず、ラウルはほっと胸をなで下ろす。

　いろいろあったけど、ひとまずこれで解決みたいだ……。

　……と。




「──……………ゃぁぁぁぁ！！！！！」




　──不意に耳に届く、なんだか聞き覚えのある声。




「……あれ？」

　思わず、ラウルは怪け訝げんな面持ちをしてしまう。

「なんかいま、倉庫の方から、副店長の悲鳴が聞こえたような……」

「あら、そうかしら？」

　ラウルの言葉にきょとんと首をかしげる店長。

　……なんとなく冷ひや汗あせを浮うかべつつ、ラウルが口を開く。

「そう言えば、倉庫の鍵を掛けたのってっ……」

「ふふっ」

　ラウルの言葉に、セアラ店長がにっこりと微笑んだ。




「『倉庫の鍵をかけるときは、必ず中を確認すること』──何度言っても守れないスタッフには、お仕置きが必要ですよね？」




「──ぃゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！」




　……いまいちど、倉庫の方から聞こえてくるバイザー副店長の悲鳴。




「は、ははっ……」




　……とりあえず、なにも聞かなかったことにして。

　ぎこちない作り笑いを浮かべつつ、ラウルは胸中で決意する。




　──セアラ店長が定めしレオン王都店の鉄の掟おきては、なにがあっても絶対に守ろう、と。







　──おまけ




ラウル「ったく、昨日はひどい目に遭ったよ……」

ノヴァ「まさかお店で遭難しちゃうなんて思いませんでしたあ。わたし、遭難するのって初めてで……」

ラウル「……いや、普通は初めてだと思うけど」

副店長「……いいかい、ノヴァ君？　うちの店で働くということは、常に危険と隣り合わせであるということなんだよ……」

ラウル「……副店長に限っては自己責任ですよね」

ノヴァ「副店長、店長のおしおきから無事に生還できてよかったですう……あっ」

ラウル「ノヴァちゃん、どうしたの？」

ノヴァ「あのあの、急なんですけど、わたし、明日お休み戴きたくってー……」

ラウル「って、明日からセールなのにっ!?」

ノヴァ「でもでも、もうお友達と約束しちゃったんですう！　お願いしますよラウルさん、裸で抱き合った仲じゃないですかあ」

ラウル「の、ノヴァちゃん声大きいっ！」




エルザ「は、裸で抱き合った仲っ……!?」




ラウル「って、エルザっ、どうしてここにっ……!?」

エルザ「お店のマジライト球が切れちゃったから買いに来たんだけど……ちょっとラウル、裸で抱き合ったってどういうことなのっ!?」

ラウル「ってかかか勘違いすんなっ！　べつにやましいことじゃっ……！」

ノヴァ「そ、そうですようっ！　仕事中だったし、アイリさんも一緒でしたしっ……」

ラウル「の、ノヴァちゃんっ!?」

エルザ「し、仕事中に、さ、三人でっ……!?　ラウルの変態っっっ！」

ラウル「いや、ちょっ、エルザ待っ……げぶっっっ！」

ラム　「（ラウルに回し蹴りを決めて）……ふん、女の敵だら」








「勇者になれなかった俺が魔ま王おうの娘むすめさんと入いれ替かわったようです。」









「ええと、レジに入れる金は……」




　──休み明けのマジックショップ・レオン王都店、開店少し前の店長室。

　一昨日おとといの夜に突つっ込こんだレジ用釣つり銭せんを金庫から取り出すラウルの背後で、フィノがなんだかワクワクしたような声をあげる。

「ラウルっ！　店長室って、いろんなものがあって面白いなっ！」

「フィノ、勝手に触さわるなよ」

「分かってるってっ！　あっ、これなんだろっ!?」

「……お前、人の話ぜんぜん聞いてないだろ」

　思わず嘆たん息そくしながら振ふり返かえるラウル。

　そのとたん、フィノの小こ柄がらな身体からだが視界に飛び込んでくる。

　……って！

「～っ!?」

「あっ！」

　店長の椅い子すの脚あしにでもつまづいたか。なにかを握にぎりしめたまま勢いよくぶつかってくるフィノ。




　衝しよう突とつの瞬しゆん間かん、世界がぐるり、とまわるような感じがして。

　反射的に目をつぶったラウルがまぶたを開けると、そこにラウルが立っていた。

　……って!?




「お、俺っ……!?」「お、オレ様っ……!?」




　同時に声をあげつつ目をぱちぱちさせるふたり。

　自分の口から飛び出した思いがけなく高い声に違い和わ感かんを覚え、いつの間にか床ゆかにへたり込んでた自分の身体を見下ろすなりラウルはあんぐりと口を開けてしまう。

「な、なんだよこれっっっ！！！！？」

　なんだか見覚えのある白い肌はだと、ほっそりした手首。

　ブラウスがはち切れそうなくらい盛り上がった胸と、きゅっと引ひき締しまったウエスト。

　視界の端はしで、マジックショップ・レオンの女性店員用制服に包まれた華奢な自分の肩から銀の髪がこぼれ落ち……

「って、もしかして俺、フィノになってるっっっ!?」

「ラウルっ!?」

　フィノの姿で愕がく然ぜんとするラウルの前で、ラウルの姿をした何者かがハッとしたような表情を浮うかべた。

「もしかしてラウルなのっ!?」

「ふ、フィノっっっ!?」

　目の前のラウル……いや、ラウルの姿をしたフィノの言葉に、ラウルは思わず声をうわずらせる。

「まさか俺たちっ、中身だけ入れ替わっちまったのか……っ!?」

「で、でもっ、どうしてっ……」

　まるで漫まん画がか小説みたいな展開にぽかんとするふたり。

　やがて、ラウルの姿をしたフィノがおろおろしながら口を開いた。

「ら、ラウルっ、ど、どうしようっ……！」

「ええと、もうすぐ開店時間だし、とりあえず店長に相談してっ……」

　……と。




「──貴方あなたたち、そんなところでなにやってるの？」

「『オールＡ』っ!?」

　さらりと広がる蜂はち蜜みつ色の髪。

　店長室のドアを開けた同どう僚りようの少女に、ラウルは思わず声をあげた。

「ちょうど良かったっ。じつはっ……」

「わああっ、アイリおはよっっっ！」

　そんなラウルのかたわらから飛び出すなり、いつもみたいにアイリへ飛びつくフィノ。

「～っっっ!?」

　ラウルの姿をしたフィノに抱だきしめられたとたん、アイリが目を丸くする。

　……ってっ！

「お、おいっっっ！！！！！」

　こ、これはマズいだろーっっっ!?

　あわてて叫ぶフィノ姿のラウル。けど、当のフィノは自分がラウルの姿をしてることなんてすっかり忘れてアイリの背中へ手を回し、さらさらの髪に顔を埋うずめて幸せそうなため息をつく。

「んーっ、アイリはいつも、すっごくいい匂においがするなっ……！」

「い、いい匂い、ってっ……」

「このままずーっと、ぎゅーってしてたいぞっ……？」

「っ……」

　これ以上ないほど真っ赤に頰ほおを染めて口ごもるアイリ。

　そんな少女に抱きついたまま、ラウル姿のフィノがふっと首を傾かしげた。

「あれっ、でも、アイリっ、なんかいつもより小さくなって……」

「は、離はなれろおおおっっっ！」

「えっ……あっ！　ご、ゴメンっっっ！！！！！」

　ようやく自分の姿を思い出したか、あわてたようにアイリから離れるフィノ。

「『オールＡ』っっっ！」

　そんなフィノと入れ替わるようにアイリの肩を摑つかみ、フィノ姿のラウルがまくし立てる。

「違ちがうんだっ！　俺とフィノっ、なんか精神が入れ替わっちまったみたいでっ……」

「ぽーっ……」

「って、ダメだ、こいつぜんぜん聞こえてねえっ！」

　魂たましいを抜ぬかれたような表情でたたずむアイリに舌打ちし、ラウルは勢いよくきびすを返した。

「フィノっ！　店長探してくるからアイリを頼たのむっ！」

「う、うんっ！」

　ラウルの顔で神しん妙みように頷うなずくフィノを後に、入り口に立ち尽つくすアイリを押しのけたラウル（フィノ姿）が店長室を飛び出した！




　どんっ！

「きゃっ！」

「ご、ごめんっっっ！」

　いきなり誰だれかと思い切りぶつかって。あわてて顔をあげたとたん、ラウルと衝突した少女が大きな目をぱちくりさせる。

「ふ、フィノさん、おはようございますうっ……」

　猫ねこみたいなくせっ毛と、舌ったらずな甘い声。

　後こう輩はいバイトの少女ノヴァが、店長室から飛び出してきたラウルを不思議そうに見やった。

「フィノさん、そんなにあわてて、どうしたんですかあ？」

「あっ、いやっ、そのっ……」

　動どう揺ようのあまりつい口ごもるラウル。

　そんなラウルの前でノヴァがふと、なにか思い出したように目を瞬しばたたかせる。

「あっ、そうだっ。わたし、フィノさんにお願いがあるんですう……」

「お願いっ？　って俺っ、いま急いでてっ……」

　ぎゅっ。

　ぽふっ。

　言いかけたラウルの手を取るなり、ごく自然な流れで自分の胸へ持っていくノヴァ。

　って……。

「へっ？」

　……制服のエプロン越ごしにむにゅっと沈しずみ込む指先。

　えもいわれぬ感かん触しよくに目を丸くし、やがてラウルが声にならない悲鳴をあげた。

「～っっっ!?」

「……ど、どうですかあ、フィノさんっ？」

　目を白黒させるラウルの手を胸に押し当てたまま、ためらいがちに聞いてくるノヴァ。

「ど、どうってっ……！」

　思わず声をうわずらせるラウルの前で、ノヴァがなんだか物もの憂うげに眉まゆを寄せる。




「じつは、昨日の夜中にマジヴィ番組でおっぱい占うらないってゆーのをやってたんですう。なんでも、おっぱいのやわらかさで今年の運勢がズバリ分かるっていう……」

「って、どんな占いだよっっっ！！！！？」




　反射的にツッコむものの、当のノヴァは大おお真ま面じ目めな顔でずいっと身を乗り出してくる。

「でもでもっ、自分のおっぱいのやわらかさってよく分からないじゃないですかあ……フィノさんっ、わたしのおっぱい、フィノさんと比べてどうですかあ？」

「い、いや、そのっ……」

　ふにゅっ……指先から伝わってくる極上の触しよつ感かん。

　思わずごくりと喉のどを鳴らしたラウルが、やがてぶんぶんと激しく頭を振った。

「ごごごごめんっ、急いでるからっっっ！」

　ノヴァの手を払はらうなり一目散に逃にげ出すラウル（フィノ姿）。

「あっ！」

　名残なごり惜おしげな声をあげるノヴァを尻しり目めにダッシュしつつ、ラウルは思わず右手を握りしめる。く、くそっ、ノヴァちゃんの胸の感触がまだ手のひらにっ……！

　……と。




「──フィノ、おはよう」

「ロア先せん輩ぱいっ!?」

　バックヤードに飛び込むなり声をかけてくるツナギ姿の無口な少女、先輩社員のロア。

　思わず足を止めたフィノ姿のラウルに歩み寄り、ロアがすっと手を伸のばしてくる。

「ちょうどいい機会」

「へっ……って！」

　ぎゅっ。

　ぽふっ。

　不意にラウルの手を取るなり、ごく自然な流れで自分の胸へ持っていくロア。

　って……。

　凍こおりつくラウルの前で、ラウルの手を胸に押し当てたロアが淡たん々たんと口を開く。




「──乳の柔やわらかさで今年の運勢が分かると、昨日マジヴィでやっていた」

「って、ロア先輩もですかっっっ！！！！？」




　みんな揃ってなんて深夜番組見てるんだよっっっ！！！！？

　反射的に叫さけぶものの、当のロアは相変わらずの無表情で言葉を続ける。

「フィノ、意見を求める」

「そ、そのっ……ち、ちょうどいいと思いますっっっ！」

　ロアの手を払うなり一目散に逃げ出すラウル（フィノ姿）。く、くそっ、ロア先輩っ、小ぶりなのに意外とやわらか……じゃなくてっ！　と、とにかくっ、これ以上ヘンなコトになる前に店長のトコに行かないとっっっ！！！！！




「──店長っっっ！」

　息せき切って階段を駆かけ上がるなり休きゆう憩けい室へと飛び込むラウル。

　そのとたん、視界がなんだかやわらかいものに塞ふさがれた。

「っ……!?」

「あらあら」

　頭の上から降ってくる天使みたいな声。

　豊満な胸でやさしくラウル（フィノ姿）を受け止め、ふわふわした栗くり色いろの髪の少女……セアラ店長がにっこりと微笑ほほえむ。

「フィノちゃん、いったいどうしたの？」

「あっ、え、ええとっ……！」

　頰を挟はさみ込む圧あつ倒とう的てきなボリューム感。

　あったかくて、心地よい匂いがして……。

「……なんだなんだ」

　たまらず赤面するラウル（フィノ姿）を見やり、同じく休憩室に居たバイザー副店長がにやにやと笑った。

「フィノ君、休み明けで寂さびしかったのかー？」

「ふふっ、フィノちゃん、今日から一週間、頑がん張ばりましょうねー？」

　副店長の言葉に微笑みながらぎゅっとラウルを抱きしめてくるセアラ店長。

「っ……」

　あやすように頭を撫なでられ、ラウルは思わずうっとりしてしまう。……なんかこう、包みこまれるような感じっていうか、こうやって甘やかされるのすげえいいっ……くそっ、フィノのやつ、いつもこんなことされてるなんて羨うらやまし……。

　……むにゅっ。

　むにゅむにゅ。

「あ、あの、店長……なんで俺の胸を揉もんでるんですか？」

　おそるおそる訊たずねると、セアラ店長がにっこりと笑った。




「昨日マジヴィでやってたんだけど、フィノちゃんのおっぱいは中ちゆう吉きちくらいかしら？」

「って、店長までなに見てるんですかあああっっっ！！！！？」




　うちのスタッフにどんだけ人気なんだよ深夜番組っっっ！！！！？　思わず叫ぶラウルを尻目に副店長が「おーい」と声をあげる。

「店長、そろそろ時間だぞー」

「あら、お店開けなくちゃ。……フィノちゃん、続きはまた今度ね？」

　さらりと腕うでを解ほどくなりきびすを返すセアラ店長。

「って！　ち、ちょっとっっっ！」

　マズいっ！　そういや俺っ、店長に相談しにっ……！
















　すっかりあわてたラウル（フィノ姿）は、売り場へ降りる店長を急いで追いかけて……。













「はあああああああ……」




　……けっきょく、フィノと入いれ替かわってることを言い出せないまま開店してしまった。




　心なしかいつもより大きく感じるレジカウンタの中、ラウルは深々と嘆たん息そくする。ていうか、不ふ可か抗こう力りよくとは言えみんなのおっぱい触さわっちまったし、なんかもう今さら言い出せないよな、これっ……。

「ら、ラウルっ、どうしよっ……」

　なんだか心配そうにラウルの服を引っ張ってくるラウル……もとい、ラウルの姿をしたフィノ。

　そんなフィノを横目で見やり、ラウル（フィノ姿）がため息交じりに頭を搔かいた。

「ま、なんかよく分からないけど、たぶんそのうち元に戻もどるだろ。とりあえず、それまではこのままやり過ごして……」

「オレ様がラウルのフリをするのっっっ!?」

　とたんにぴょこんと身を乗り出したフィノがなんだかうれしそうに叫ぶ。

　……どうでもいいけど、俺の顔でそう瞳ひとみをキラキラさせられると微び妙みようっていうか……思わず胸中で呟つぶやくラウルを尻目に、ラウルの姿をしたフィノがガッツポーズを決めた。

「よーしっ、オレ様、頑張ってラウルをやるぞっっっ！」

「……ま、接客の方はいつも通りに俺が行くから、お前は大人しくレジで……」

「あっ、いらっしゃいませっっっ！」

　ラウルの言葉を遮さえぎるように声をあげてぱっと入り口ドアを見やるフィノ。

「いらっしゃいま……」

　つられて顔を向けたとたん、ラウルは思わず目を丸くしてしまう。




「って、エルザ、ラムっっっ!?」

「おはようラウル、フィノちゃんっ」

「ラムディミア・ド・アクセィメモール！　勝手に略さんでや！」




　ニコニコしながら店内に入ってくる飴あめ色いろの髪かみの少女エルザと、なんだか不服そうに頰ほおを膨ふくらます黒くろ髪かみの少女ラム。ふたりとも、隣となりのコンビニで働くラウルたちの顔なじみだ。

「店長がシフト間ま違ちがえてて、私たちとつぜんお休みになっちゃったの。このまま帰るのももったいないから、新製品を見せてもらおうかなって思って」

「……まったく、エルザと来たら物好きだに」

「とゆーわけでラウル、よろしくねっ？」

　ぱちんとウインクするなり、エルザがラウル……もとい、ラウルの姿をしたフィノを売り場に引っ張って……って！

「お、おいっっっ！」

　いくらなんでもアイテムマニアのエルザを、フィノに任せるのはっ……！

「？」

　あわててレジカウンタを飛び出すラウル（フィノ姿）を見やり、エルザとラムが怪け訝げんそうな顔をした。

「フィノちゃん、どうしたの？」「フィノ、なんかあっただけー？」

「あ、いやっ、そのっ……俺もフィ……ラウルの接客を見て勉強しようと思ってさっ！」

「ほほう、ラウ……フィノはエラいな！」

　とっさに言い訳するラウル（フィノ姿）の前で、フィノ（ラウル姿）がくくっと笑う。

「……良いだろう、せいぜいオレ様の接客をじっくり観察して参考にするがよいわっ！」

　まるでレアアイテムをゲットした勇者みたいに調子に乗りきった口調で言い放つなり、フィノが自信たっぷりに展示品の大型加か湿しつ器を指した。

「エルザっ！　これが昨日入ったばかりの超ちよう強力加湿器ジトジト君シリーズの最新モデルだぞっ!?　副店長が言ってたけど、特にこのエクストラハードモードスイッチっていうのがすごくすごくって、押すと一いつ瞬しゆんにして湿しつ度どが２０００％を超こえるんだっ！」

「って、それっ、水すい棲せい魔ま物ものをペットとして飼育するときのっ！」

「えっ？」

　泡あわを食って叫ぶラウルの前でなんのためらいもなくエクストラハードモードスイッチを入れるフィノ。

　そのとたん、タンク内の水がすさまじい勢いで放出される！




「～っっっ!?」「きゃああっ！」「ふ、服が濡ぬれちゃうにっ！」




　加湿器から盛大に噴ふん出しゆつされた水蒸気──というか、ほぼ水──をもろに食らってしまうエルザとラムとラウル（フィノ姿）。

　ずぶ濡れになった三人の前で、ラウル姿のフィノがおろおろしながら頭を下げた。

「ご、ゴメンっっっ！！！！！」

「って、お前なあああああっっっ！」

　銀色の髪からぽたぽた雫しずくをたらしつつ、ラウル（フィノ姿）は声を荒あららげ……。

　……と。

「──あらあら」

　騒さわぎを聞いて駆けつけてきたセアラ店長が、濡れネズミになったラウルたちを見やるなり目を丸くする。

「エルザさん、ラムさん、フィノちゃん、みんな大だい丈じよう夫ぶ？　ケガはなかった？」

「あっ、はいっ」「私たちは大丈夫ですっ」「ち、ちょっと水をかぶっただけだに……」

「ちょっとって、びしょ濡れじゃない。でも、困ったわ。うちのお店ってシャワーとかないし、このままじゃ風邪かぜを……そうだ」

　うーん、と首を捻ひねっていた店長が、なにかを思いついたように手を叩たたいた。




「エルザさん、ラムさん、お詫わびと言ってはなんだけど、銭湯をおごるわ？」

「って、せ、銭湯っっっ!?」

　思いがけない提案に声をあげるラウル。

　エルザたちも驚おどろいたように顔を見合わせる。

「そ、そんな、気を遣つかっていただかなくってもっ……」

「そうだに、これくらい、すぐ乾かわくけー……」

「ダメよ。女の子なんだから、身体からだを冷やすのは良くないわ？」

　ふたりの言葉にやんわりと首を振ふる店長。

　戸迷うように目を瞬しばたたかせていたエルザが、やがて、おずおずと口を開いた。

「……じゃあ、お言葉に甘えちゃおうかな」

「まあ、朝あさ風ぶ呂ろってのもたまにゃあ悪くないら」

「って……！」

　お、おいっ、フィノの身体で銭湯なんて冗じよう談だんじゃないぞっっっ!?

　すっかりその気になるエルザとラムにあたふたしつつ、ラウルがぶんぶんと頭を振る。

「お、俺はいいよっ！　アパートに戻ってシャワー浴びてくるからっ……」

「えーっ、せっかくなんだから、フィノちゃんも一いつ緒しよに行きましょうよ！」

「そうだに。女同士だけん、べつに恥はずかしがるこたあないら？」

「ほらほら、フィノちゃん、そうと決まればさっそく行きましょっ？」

「って！」

　エルザに腕を摑つかまれてうむを言わさず店外へと引きずられるラウル（フィノ姿）。

「て、店長っっっ！」

　助けを求めるラウルに、セアラ店長がニコニコしながら手を振ってみせる。




「──フィノちゃん、お昼くらいまでには戻ってきてね？」

「て、てんちょおおお～っっっ！！！！！」

　い、いやっ、これっ、絶対にマズいだろっっっ！！！！？







　──マジックショップ・レオンの近くにある行きつけの銭湯。

　まだ時間が早いせいか、更こう衣い室にラウルたち以外の人ひと影かげはない。

「あれ、フィノちゃん、着き替がえないの？」

　ロッカーに向かったまま動かないラウルを見かねて声をかけてくるエルザ。かたわらでブラウスを脱ぬぎつつラムも口を開く。

「フィノ、服が濡れて脱ぎにくんいなら私が手伝うに？」

「あ、いやっ、ひ、ひとりで大丈夫っっっ！」

　あわてて首を振るなり、ラウルもしぶしぶ服へと手をかける。……い、いやっ、でもっ、エルザたちや俺……もとい、フィノの裸はだかを見るワケにはっ……！




「……って、フィノちゃん、どうして目をつぶって服脱いでるの？」

「えっ、あ、ああっっっ！」

　不思議そうに訊ねてくるエルザに、ラウルは思わず声をうわずらせる。

「こ、こないだラウルに教えてもらったおまじないなんだよっ！　目をつぶって服を脱げるといいことがあるんだってさっ！」

「……おまじないはけっこうだけーが、そんなことしてると危険だに？」

「だ、大丈夫だってっ……てっっっ!?」

　あわてて答えたとたん、脱ぎかけたスカートを足に引っかけて。思わず前へつんのめったラウルは側そばにいたエルザの方へ倒たおれ込んでしまう。




「～っっっ!?」

「ふ、フィノちゃん、大丈夫っ!?」

　や、やわらかっ……！

　かわいらしいレースの下着に包まれた膨らみに顔を突つっ込んで目を白黒させるラウルと、あわてたように声をあげるエルザ。

「……ほーら、言わんこっちゃないに」

　タオルで前を隠かくしつつ、ラムがあきれたようにため息を吐ついた。

「フィノ、あんまりあいつの言葉を真に受けん方がいいで？」

「フィノちゃん、着替えるときはやっぱり、ちゃんと目を開けなきゃダメだと思うよ？」

「あ、う、うんっ……！」

　半裸のエルザたちから目を逸そらし、ラウルはおずおずと生返事する。……い、いや、そうは言われてもっ！

「さ、風ふ呂ろの方行くに！」

「フィノちゃん、行きましょっ？」

　視界にちらつく肌はだ色いろを意識しないよう努めながらどうにか服を脱ぎ終わったとたん、待ち構えたように腕うでを摑んでくるエルザ。
















「ち、ちょっと、こ、心の準備がっっっ！」

　問答無用で女湯へ引っ張り込まれつつ、ラウルは思わず目をつぶる。

　く、くそっ、いったいどうすればっ……！

　……と。







「……どーした、ラウル君？」

　……不意に聞こえてくる、なんだか怠だるそうな声。

「へっ……？」

　思わず目を開けると、モップを装備したバイザー副店長があきれたような顔でこちらを見ていて。

　整然と並ぶ棚たなと、そこに陳ちん列れつされた様々なアイテム。見慣れたマジックショップ・レオン王都店の内装をぐるりと見み渡わたし、ラウルは思わず胸をなでおろした。

「よ、良かったっ……」




　……あやういとこだったけど、どうやら間かん一いつ髪ぱつで元に戻もどったらしい。

　でも、いったい、どうして……。

「あー、おれも仕事サボって風呂いきてーなー……」

　首をひねるラウルの前で、副店長が面倒くさげにぼやいた。




　　　　＊　＊　＊




「ラウルっ、ただいまっっっ！」




　──それから、およそ一時間後。

　エルザたちと一緒に銭湯から帰ってきたフィノが、かわいらしいほっぺたを上気させてぱたぱたとラウルに駆かけ寄よるなりうれしそうに笑う。

「ラウルっ！　元に戻って良かったなっっっ！」

「……元に戻るっ？」

「あ、い、いやっ、こ、こっちの話っっっ！！！！！」

　怪訝な顔をするエルザにぶんぶん首を振りつつ、ラウルがフィノへそっと耳打ちした。

「……お、おいっ、なんかとつぜん元に戻ったけど、お前、心当たりはないのか？」

「え、ええとっ、心当たりっていうか……」

　ラウルの問いに、フィノが目を白黒させる。

「副店長と一緒に濡らしちゃった床ゆかの掃そう除じしてたらすべって転んじゃって、そのとき、後ろのポケットからなんかヘンな音がしてっ……」

「後ろのポケットっ？」

　思わず尻しりポケットを探ったとたん、指先に当たる固い感かん触しよく。引っ張り出してみると、それは真ん中がひしゃげた小さな《魔ま法ほう通話機》だった。

「……って、なんだこれ？」

　首を傾かしげるラウルの前で、フィノがあっと声をあげる。

「それっ、さっきオレ様が店長室で見つけたヤツっ！　もしかしたら、ラウルにぶつかったときにポケットに入れちゃったのかもっ……」

　……と。




「あら、それ、わたしが前に作った《生物の意識を入いれ替かえるアイテム》じゃない」

　不意に、横から口を挟はさんでくるセアラ店長。

「「「「「せ、《生物の意識を入れ替えるアイテム》っっっ!?」」」」」

　思わず声を揃そろえるラウルたちの前で、店長が不思議そうに目を瞬しばたたかせた。

「でも、どうしてこれが、ここにあるのかしら……？」

「そう言えばラウル、今日はなんだか様子がおかしかったけど」

「まさか、お前……」

　なんだか冷たい視線を送ってくるエルザとラム。

「え、ええと……」

　おろおろと視線をさまよわせ、ラウルは全力で逃にげ出した。







　──おまけ




「《生物の意識を入れ替えるアイテム》っ……これさえあれば、面倒くさいクレーム対応をまるっとラウル君に押しつけてサボることも可能っ……」

「あれっ、副店長、店長室でいったいなにやってるのっ？」

「ふ、フィノ君っっっ!?　っ……うわっ！」

　どんっ！

「いたっ……って、もしかしてオレ様、こんどは副店長と入れ替わっちゃったのっ!?」

「ふ、すまんフィノ君っ、いま解除スイッチをっ……って！　店長のオリジナルアイテム、スイッチ多すぎてワケわかんねーぞっっっ!?」

「お、オレ様店長呼んでくるっっっ！」

「ままま待ちなさいフィノ君っ！　アイテム持ち出そうとしたのが店長にバレたら怒られっ……ごほん。と、とりあえず《魔法構文マジツクプログラム》を《展開オープン》してアイテムの構造を確認……」

　ばたん。

「あれっ、フィノ、副店長、こんなとこにいたんですか？」

「ラウルっ！」「ら、ラウル君っ!?」

「店長が呼んでますよ。俺が差し入れに買ってきた菓子、みんなで食べようって……」

「お菓子っ!?　わあああっ！　ラウル大好きっっっ！」

「って！」「ふ、副店長っっっ！！！！！？」

「ラウルうっ♡」

「あのあの、いったいなにを騒いでるんですかあ……っ!?　ふ、副店長がラウルさんを押し倒してっ……!?」

「……どうやら、見てはいけないモノを見てしまったようだ」

「のののノヴァ君ロア君っっっ、ここここれはそのいわゆる手違いでっっっ、ラウル君に抱きついてるのはおれじゃなっ……」

「──あらあら、ふたりとも仲が良いですねえ」

「セアラちゃ……店長っっっ!?　……むぐっ！」

「フィノちゃん……もとい、バイザーくん？　わたしのアイテムでいったいなにを企んでたのか知らないけど、おしおきが必要みたいですねー？」

「そ、そのっ……ご、ごめんなさいいいっ！！！！！」







本電子書籍は下記にもとづいて制作しました




　アニメ解説書付き短編小説③「魔王の娘さんが下着を買いに行くようです。」

　　　平成26年２月28日発売

　　　アニメ「勇者になれなかった俺はしぶしぶ就職を決意しました。」

　　　　Ｂｌｕ‐ｒａｙ＆ＤＶＤ限定版　第３巻　同梱

　アニメ解説書付き短編小説④「魔王の娘さんと俺があの子のうちにお泊まりするようです。」

　　　平成26年３月28日発売

　　　アニメ「勇者になれなかった俺はしぶしぶ就職を決意しました。」

　　　　Ｂｌｕ‐ｒａｙ＆ＤＶＤ限定版　第４巻　同梱

　アニメ解説書付き短編小説⑤「勇者になれなかった俺たちが倉庫に閉じ込められたようです。」

　　　平成26年４月25日発売

　　　アニメ「勇者になれなかった俺はしぶしぶ就職を決意しました。」

　　　　Ｂｌｕ‐ｒａｙ＆ＤＶＤ限定版　第５巻　同梱

　アニメ解説書付き短編小説⑥「勇者になれなかった俺が魔王の娘さんと入れ替わったようです。」

　　　平成26年５月30日発売

　　　アニメ「勇者になれなかった俺はしぶしぶ就職を決意しました。」

　　　　Ｂｌｕ‐ｒａｙ＆ＤＶＤ限定版　第６巻　同梱










勇ゆう者しやになれなかった俺おれは
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